



























































The Performance Rhetoric a Teacher Should Know in a Class
 
by a Japanese Traditional Musical Instrument






























































































































































































































































































和歌山大学教育学部紀要 第68集 第２巻 人文科学（2018)
注
１ 学習指導要領、［http://www.mext.go.jp/a-menu/shotou/
new-cs/youryou/chu/on.htm］2017年９月13日アクセス。
２ 同上。
３ 助川敏弥「現代邦楽におもう」『音楽の世界』第24巻９号、
1985年、９頁。
４ 同上、11頁。
５ 小島美子「現代日本音楽の展開」『日本音楽の流れ』山川直
治編、音楽之友社、1990年、199頁。
６ 高等学校総合文化祭の演目の殆どが、リズム、和声の使用と
いった点からみて西洋音楽の作曲技法のもとに作曲された
作品が並べられていたことに対する苦言とも受け取れた。
７ 『琴・セバスチャン・バッハ大全集』沢井忠夫、沢井一恵、
山本邦山、ソニー・ミュージックエンタテインメント、
BVCM-35619
８ 宮﨑まゆみ「伝統邦楽とは」『音楽の世界』第26巻10号、1987
年、４-５頁。
９ 小泉文夫、角田忠信「音感覚と文化の構造」『音楽の根源に
あるもの』小泉文夫、1977年、217頁。
10 宮本啓『琴・セバスチャン・バッハ大全集』前掲CD解説書
中の1971年レコード発売時のライナー、８頁。
11 小泉文夫『日本の音』青土社、1977年、60頁。
12 有賀誠門、片岡輝「タテ社会のメカニズムと日本人のリズム
感,音の響きとは何か関係があるのでは…」『日本人と感
性』片岡輝、1984年、26頁。
13 同上、26頁。
14 今藤文子「邦楽の古典曲と現代曲」『音楽の世界』第24巻９
号、1985年、６頁。
15 小泉文夫『空想音楽大学』青土社、1978年、142頁。
16 宮﨑まゆみ「伝統邦楽とは」『音楽の世界』第26巻10号、1987
年、５頁。
17 山本邦山「おしゃべり」『音楽の世界』第18巻10号、1979
年、８頁。
18 同上。
19 小泉文夫、角田忠信「音感覚と文化の構造」『音楽の根源に
あるもの』小泉文夫、1977年、227頁。
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和楽器による授業において教師が知っておくべき演奏上のレトリック

